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海街 Library１月号 
～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

 明けましておめでとうございます。 

 今年も元旦から暖かい日が続き、穏やかな気持

ちで新年を迎えることができました。過ぎてしまえ

ば月日は矢の如く過ぎ去った気がしますが、何事

も無く平穏に過ぎた年はありません。一年間過ご

してみれば大なり小なり色んなことがあるもので

す。世界中に影響あることもあれば我が個人的な

こと等様々です。今年、世界はどう動きだし人々の

暮らしはどう変わっていくか、楽しみでもあり不安

でもあります。 

 昨年暮れから南天や千両などの赤い実が無く

なり、ヒヨがブロッコリーの葉っぱを啄み続けてい

たので、ミカンを輪切りにし梅の木に引っ掛けて

やったらメジロも来てあっという間に無くなりまし

た。 

 毎日ミカンを枝に挿してやっていると、梅の木は

鳥の楽園みたいになっています。早朝から鳥のさ

えずりは響き渡り春先の雰囲気、ジョウビタキも

来て庭を歩き回っています。一羽ではなく必ずペ

アですから賑やかです。耳を澄ませていると鳥の

啼き声も様々で「ここに美味しい餌があるよ、みん

なおいで」と知らせているようです。生き物の世界

は弱肉強食の競争と思い込んでいますが、少しず

つ変化してきているのではないでしょうか。 

 小さい生き物でも仲間同士協力し合い知恵を出

し合い生き延びているみたいです。置かれた場所

で咲いているだけの植物でも匂いや色でメッセー

ジを発していると云われ始めた昨今、鳥は啼き声

で仲間と会話しているのではないだろうか。そん

な想いで鳥の声やしぐさを見て今年はどんな一

年にすべきか教えてもらった気がします。競争で

はなく「手助けし合い、分かち合う職場づくり」を

目指していきたいと思います。 

【文・牛深図書館長】 

市役所各課とのコラボ展示 

御所浦恐竜の島博物館推進室×天草市立図書館 

恐竜の島博物館推進室コラボコーナー 

 

 

 

 

図書館の本、埋もれていませんか？ 

年末年始の大掃除の際、もし図書館から借りて

いた本が見つかった時は図書館へご返却をお

願いします。 

図書館が休館の際は返却ポスト（赤丸内）をご

利用ください。 

▶24時間いつで

も返却出来ます 

※2023年 3 月まで展示しています 

❅ふゆのおはなし会❅ 

【期日】2023年 1月 29日（日） 

【時間】10:30～ 2階 和室 

【内容】絵本や紙しばいの読み聞かせ、パネルシ

アターなど 

【おはなしする人】読聞読聞輪組輪組（どきどき

わくわく）なかまのみなさん他 

 

同日午後 13時 30分からは「かたりの交流会」

を開催します。 

おはなし会とかたりの交流会はどちらも申し込

みは必要ありません。お気軽に遊びに来てくだ

さい♪ 

※感染症対策にご協力ください※ 



   

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・『ねずみくんだーれだ?』 なかえよしを／作 

・『ノラネコぐんだんうみのたび』 

工藤ノリコ／著 

・『交通安全大王』  よしながこうたく／さく 

・『この本はよまれるのがきらい』   

ダビット・サンデン／作 

・『ディエゴ・マラドーナ』 千田純生／まんが 

・『チコちゃんと学ぶチコっと孫子』   

湯浅邦弘／監修 

・『ホロコーストを生きぬいた 6 人の子どもた

ち』    キャス・シャックルトン／作・絵 

児童 

【休館日】１月１日（日）～3 日（火）、10 日(火)、16 日(月)、23 日(月) 、30 日(月) 
天草市立 

図書館HP 

 

 

 

 

・『おもみいたします』   あさのあつこ／著 

・『金環日蝕』         阿部暁子／著 

・『栞と噓の季節』       米澤穂信／著 

・『神主はつらいよ』      新井俊邦／著 

・『笑って生ききる』      瀬戸内寂聴／著 

・『目は 1分でよくなる!』    今野清志／著 

・『福を呼び込むちりめんうさぎの飾りもの』 

ブティック社 

・『ジオラマとねこ』    ジオラマ食堂／著 

・『もう悩まない耳鳴りに勝つ方法』 

山田浩之／著 

一般 

～おすすめ本紹介～ 

「まち」 小野寺史宣／著 

 尾瀬の歩荷（ぼっか）として働く祖父に育てられた瞬一は、頭の高さを超える荷を背負い歩く

祖父の姿を見て育ちます。高校卒業後、東京での孤独な生活の中で、アパート住人との出会い

や、アルバイト先での仲間との関わりを荒川沿いの風景と共に、未来を見つめて進んでいく瞬一

の姿が描かれています。 

 「人に頼るより、頼られる人になれ」「尾瀬はお前を好いてくれた。東京も、たぶん、好いてく

れる」瞬一の祖父の、一つ一つの言葉に孫への深い思いが伝わります。そして、「ガンバレ、みん

な瞬一を応援しているよ」と伝えたくなる物語です。同世代の息子を持つ親として、心に迫るも

のがあります。                         （牛深図書館利用者様） 

※歩荷…「山を越えて荷を運んだり、山小屋へ物資を運んだりするのを仕事とする人」（広辞苑第七版より） 

【図書館利用にあたってのお願い】 
・入館・退館の際のアルコール消毒  ・マスクの着用  ・こまめな手洗い ・マイバッグの持参 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします 

新着図書 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・第 168回芥川賞・直木賞候補者作品 

・若い人に贈る読書のすすめ 2023 

・災害が起こった時どうするか（写真右） 

・徳川家康特集 など 

【児童】 

・季節の絵本（冬の絵本） 

・読み聞かせボランティアおすすめ本など 

▶阪神淡路大震

災から２８年に

なるのに合わせ、

過去の災害の記

録や災害が起こ

る前に備える防

災の資料などを

集めました 


